





































































































































































































































































図 8c　 『母子像』  
山手に見られていたと気付く山田。
図 8d　 『母子像』  
山田を「パンパン」と罵る山手。
図 8a　 『母子像』  
米兵と抱き合う母（山田五十鈴）。













































































































































び いとし子と耐えてゆかむ』（植村環ほか編、1952年）の表紙 図 10
図 11a 図 11b






























































図 17　 『白い野獣』（1950 年、成瀬巳喜男） 図 18　 『レ・ミゼラブル　あゝ無情　第二部 
愛と自由の旗』 （1950年、マキノ正博）
















図 20a　『母子像』 図 20b　『母子像』
















































































































































































批評記事を参照した。「近作品紹介」『キネマ旬報』1923年 5月 21日号、6頁。「日本映画欄 
主要映画批評」『キネマ旬報』1923年 7月 11日号、5頁。「『女と海賊』の厳正大批評」『活動
之世界』1923年 8月号、52–57頁。
48　アメリカにおいては、ホワイトハウス、連邦議会議事堂（Capitol）など重要な歴史的建築
物のほとんどがギリシャ風建築であるということを考えれば、むしろ計算されたものという
こともできる。
49　筆者が確認した限りでは『母椿』（1950年 1月 10日公開、大映、小石栄一）のオープニン
グには鐘の音色が挿入されている。
50　マキノ雅弘『マキノ雅弘自伝　映画渡世・地の巻』山田宏一＋山根貞男編、平凡社、1977
年、182–183頁。なお、個々の作品または検閲担当官によって判断が異なっていたのか、『森
の石松』（1949年 6月 4日公開、松竹、吉村公三郎）のように、実際には、占領期に富士山
が映し出される映画は存在する。
付記：
・本稿は国際日本文化研究センターシンポジウム「1950年代日本映画における戦前・戦中との
連続性・非連続性」（2011年 7月、代表：細川周平、於：国際日本文化研究センター）にお
ける口頭発表「“廃墟の〈娼婦〉と〈母〉─占領期からポスト占領期の日本映画における女た
ち”」に基づきます。シンポジウムで多くの重要なご指摘をくださったコメンテーターの冨田
美香氏ほか参加者諸氏、有意義な場へお誘いくださったコーディネーターのミツヨ・ワダ・
マルシアーノ氏に改めてお礼を申し上げます。また、執筆にあたって、貴重な資料をご提供
いただいた板倉史明氏、木下千花氏にも記して感謝いたします。
・本研究は JSPS科研費 22901006、23901003、25901002の助成を受けたものです。
